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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・小柴　のり子様～東病棟合併症室に任意入院となる。
・品田 潮様～東病棟Aユニット10号室に任意入院となる。
【転出】
・野里　紀子様～東病棟Bユニット1号室→南病棟Aユニット116号室
・田村　美津様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Cユニット206号室

【転入】
・中居　敬悦様～西病棟Bユニット24号室→東病棟Dユニット20号室

【ユニット移動】
・長岡　明美様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット1号室
・北村　定美様～東病棟Aユニット13号室→東病棟Bユニット2号室
・田中　邦男様～東病棟Bユニット2号室→東病棟Aユニット13号室

＜患者様連絡事項＞
・原　斌様～廊下の手指消毒剤を水と勘違いして飲もうとすることあり介入している。

・磯島　茜様～主治医より本日から点滴1本/日開始、尿培養の指示あり。

・滝田　英人様～主治医からフロセミド中止し、アゾセミド開始の指示あり。また、来週からモニター装着のうえジゴシンを開始する予定との話あり。
・磯島　茜様～主治医より各食1/2量摂取できればDIV中止可の指示受ける。また今夕からバルプロ酸中止指示あり除剤施行。明日朝からロドピン処方となる。

[bookmark: _GoBack]・杉山　舞様～主治医面談済。3/29記録参照。デイケアの見学調整が4/1（月）10：00、退院は4/1（月）11：00で決定となる。また初外来は4/23（火）11：30となり、医事へ連絡済。デイケアに関しては見学だけになるので、退院後に体験利用予定。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室や大声、奇声あり早めに開放観察終了している。自室内では脱衣行為あるも静かに経過している。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。頭痛の訴えあり8:30疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T服用。その後は易怒性なく落ち着いて過ごす。自傷行為をしないことを約束した上で、本日よりベッドと私有物のクリアケースを搬入している。見守りにて危険行動なく経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。バイタルサイン異常、身体拘束による循環障害等なく経過。体動活発であり点滴施行中に滴下不良あり、再刺入している。その後はトラブルなく点滴終了している。昼食は介助にて2/3摂取。スタッフに対してつばを吐く行為あり、攻撃的言動は持続している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr.診察＞
・藤井　理代様～同内容にて7日分処方となる。

・西舘　利彦様～経過観察の指示受ける。

・工藤　悦子様～同内容にて7日分処方となる。

・島倉 頌子様～同内容にて7日分処方となる。南病棟転出可の指示受ける。

・原　斌様～同内容にて7日分処方となる。南病棟転出可の指示受ける。

・川合　裕子様～4/1退院予定。経過観察の指示受ける。

・成田　かつゑ様～同内容にて7日分追加処方、また食事摂取量報告し、点滴も継続となる。家族へ状態報告するよう指示あり家族へ連絡する。村上Drより直接面会の許可あり。

＜入院患者情報①＞
氏　　名：小柴　のり子（こしば　のりこ）様
　生年月日：昭和24年12月27日(74歳)
　病　　名：希死念慮、食思不振
　合併症　：第12胸椎椎体骨折、肺線維症、甲状腺機能低下症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東合併症室
　
　＜経過＞
　　単身生活を送っていたが、腰痛によりR6年3月13日に自宅にて体動困難
　となり、八戸赤十字病院へ救急搬送を受け、胸腰椎骨折の所見があったも
　のの入院とならずに、紹介状を作成され帰宅対応となった。
　　3月19日に紹介状持参し、青森労災病院整形外科を受診。自宅生活が困
　難な状態であり、同日入院となり、保存的加療の方針で治療開始となる。
　しかし、3月25日より　リハビリテーションを含めた骨折治療に対する拒
　否的発現、食欲低下、希死念慮が出現している。飲水や補液には応じるも
　のの、上記状態から精神科的治療を要する状態であると判断される。現在
　同院に精神科医が不在の状況であり、当院への転入院の依頼あり。専門治
　療目的にて東病棟合併症室へ入院予定となっていた。
　　上記経過により東病棟合併症室へ任意入院となる。

＜入院患者情報②＞
日　　時：令和6年3月29日　15：51
　氏　　名：品田　潮（しなだ　うしお）様
　生年月日：昭和30年11月14日(68歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
　＜経過＞
　　当院に統合失調症の診断にて定期的に通院していた。R6.1月から下痢～
軟便が続いており、整腸剤服用後も著変なし。R6.3月精査希望にてよね
ざわ内科消化器科へ紹介。検査の結果上行結腸に進行性のがんが確認され
ており、治療に関し八戸市民病院へ紹介され、R6.4.1に受診予定となっ
ていた。3/28本人が眩暈、ふらつきを訴え日赤病院へ救急搬送されてい
るが、精査の結果異常なしとの判断で帰宅となっていた。その後も癌では
ないかといった不安感が強く、本人・家族ともに入院を希望され本日受診。
15：51東病棟へ任意入院となる。
